
親の学びあい講座

ショートバージョン



親の学びあい講座「ショートバージョン」は、60分の確保が難しい場合、30分

程度で親の学びあい講座を取り入れ、そのよさを体

験できるように作成しました。60分同様、「家庭で

子どもを育むための８つのすすめ」に基づいたテー

マについて、保護者同士で日頃から感じている子育

てについての悩みや思い、情報などを共有しながら

学び合うワークショップ形式で進める参加型の講座です。

サイコロの目にあるテーマに沿って話をします。

サイコロを振ってみましょう。「どんなテーマが出る

かな？」　

出たテーマでグループの参加者全員が交代で話をしま

す。聞きたいことがあれば質問をする時間を設けること

もできます。

「ショートバージョン」を体験すると、グループの参加者の話から、たくさんの

気づきを得ることでしょう。参加者の子育てについて知ることは、ご自分の子育

ての参考になる部分もあると思います。

「ショートバージョン」を通して、もっと「具体的に」「たくさんの気づき」を得

るためにどうすればいいのかを感じると思います。そんな皆さんには、60分の親

の学びあい講座を実施されることをおすすめします。

親の学びあい講座 「ショートバージョン」について

みんなで子育てについて

話し合おう！
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「家庭で子どもを育むための

８つのすすめ」
テーマ

１ 持ち続けよう

  子どもとともに 学ぶ姿勢

・最近どのようなことでお子さんをほめ

ましたか。

２ きちんと守ろう

  社会のルール 大人が手本

・あなたがお子さんに伝えたいと思って

いる、マナーはなんですか。

３ 声かけよう

  笑顔であいさつ 朝一番

・自分やお子さんは、ご近所へ自らどん

な挨拶をしていますか。

４ 創ろう

  あたたかい家族のふれあい

・お子さんから話しかけられたとき、気を

つけていることは何ですか。

５ 大切にしよう

  思いやりの心 すべての命

・お子さんの「思いやりの心」を感じた

のはどんな場面ですか。　

６ 伝えよう

  心のこもった「ありがとう」

・最近家族に「ありがとう」を言ったの

は、どんな場面ですか。

７ 育もう 子どもの健康

  「早寝 早起き 朝ごはん」

・お子さんは、起きてから登校までの時

間をどう過ごしていますか。

８ 支えよう

  子どもの夢と可能性

・あなたは、お子さんの夢を知っていま

すか。

親の学びあい講座「ショートバージョン」テーマ
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親の学びあい講座「ショートバージョン」の流れ

講座の実施時間はおよそ30分で設定しています。

・事前準備 ①４人程度のグループを作る。

  ②グループ数のサイコロ(Ｓ－６を印刷)を作る。

  ③学習のねらいと学習の約束(Ｓ－４，５)を印刷しておく。

  (全員が見える大きなもの1枚、または、グループごとに１枚ずつ)

時間 進行 進行のポイント

4分 学習のねらい 2分 ・ 学習のねらいをみんなで確認します。

・ 顔見知りになり、参加者同士がつながることが目的

・ 結論を導き出すための話し合いではないこと

・ 互いの考えや思いを伝え合うことで、気づきを生み出す 

学びの場であること

学習の約束（※1） 2分 ・ 参加者のルール「学習の約束」をみんなで確認します。（参加・

尊重・守秘）

23分 アイスブレイク

(※2) 2分

・ 始めにグループで簡単な自己紹介をします。名前と子どもの頃

に好きだった遊びを言います。

ワークショップ

(※3) 21分

・ ジャンケンをして、誰からサイコロを振るのかを決めます。 

サイコロのテーマについて、グループみんなが順に１人１分程

度で話をします。

（質問があれば１分程度聞いても良いことにします）

・ 途中でも７分たったら、次の人がサイコロを振り、次の話題に

ついて話をします。

（サイコロを振る回数は３～４回になりますが、時間に合わせ

て、回数を調整してもかまいません。）

3分 ふりかえり ・ 参加者に気づいたことについてふりかえります。

※１ 学習の約束：講座をはじめる前に、参加者同士が確認し合うルールのこと

①参加： 積極的に話し合いに参加しましょう。特にしっかり聞く姿勢を心がけるようにしましょ

う。内容によっては「話さない」「パス」という選択肢もあります。

②尊重： どのような意見や発言も批判や否定をしないで傾聴しましょう。参加者一人ひとりの考

えや思いが尊重されると、安心して話し合うことができます。

③守秘： お互いの信頼がなければ話はできません。参加者の個人情報は、その場に置いて帰り、

他人に話さないようにしましょう。

※２ アイスブレイク： 初めて出会った人たちが簡単なゲーム等をすることで、緊張がほぐれて話しや

すい雰囲気になり、講座の参加者の交流にスムーズに入れるようなきっかけを

作る技法です。

※３ ワークショップ： 小グループで意見交換や話し合いを進める参加型学習です。
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